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　「生の創造」と「芸術の創造」は類比的な関係を保つ。それゆえ直接

役に立たないはずの芸術を人はいつの時代も追い求めてきたのである。

宮崎駿の監督映画『風立ちぬ』（2013 年）は、これまでの宮崎の作品群

のなかで、主人公の生と監督の生が合わせ鏡となることで、この類比関

係をもっとも強烈に映し出した作品である。そしてこの類比関係は、否

応なく、映画を観る人々へと拡大投影されてゆく。

　映画の冒頭でわたしたちは、物語とは無関係に、絵の緻密さと深さに

よって震わされ、なによりも自分自身を強く感受する。他方で作中に繰

り返される「飛行機は美しい」という言葉は、芸術作品に接するときの

ようには万人の共感を呼ぶことはできないであろう。だが美とは、対象

の属性だけではなく、主体の活き活きした感性であることに鑑みるなら

ば、その美の感情のただなかで主人公はもっとも強く自分自身を感受す

るのである。それゆえにこそ、作中、この言葉にはつねに「力を尽くす」

という言葉が併走することになる。とはいえ、全身全霊で何かに没頭す

ることは、それ以外のことに関心を払わないということでもある。それ

は、階級・男女・学歴の差別への違和感やエリート意識への罪悪感をも

消失させてしまう負の側面を有する。それにもかかわらず、それらを超

える「存在の強さ」が放つ「存在の美」を描き出すことに、本作の狙い

は定められている。

　「風立ちぬ、いざ生きめやも」というヴァレリーの詩の一節に導かれ

た堀辰雄の小説を横糸に、ゼロ戦の設計家・堀越二郎の生を縦糸にして

織りなされる本作品は、「風が吹く」あるいは「重力に従って落下する」

といった人間が一切関与しえない自然必然性を明示する。他方で、風の

力を借り、重力に抗して空を舞う飛行機の設計には、神がこの世界を創

造したことに倣う魅惑がある。そして神に倣うことには、いつの時代に

も、時の権威・権力・金銭と結びついた悪に手を貸す危険性が付きまとう。

主人公は、幼い頃からこの功罪を見据えつつ、暗い時代のただなかにあっ

て、自らの個性と資質に従って飛行機の設計に取り組むとき、もっとも

強く自分自身を生きている。そして「存在の強さ」は、有用性をはるか

に超えて、「存在の美」となって他者の生を震撼させる強度をもつ。

　時代が暗くなるにつれて、わたしたちの生に不可欠な「想像力＝イ

メージする力」が剥奪されてゆく。「群れること」や「わめき立てること」

で自ら生のリアリティを失い、他者の生が抹消されることが正当化され

る戦時にあってさえも、自らの個性と資質を見据え、日々の生を丁寧に

織りなしてゆく可能性は万人にひらかれている。そのとき、その人にし

か抱けないイメージは醜悪さを解消させ、生は美しく創造されうる。こ

のことは今日、わたしたちが直面している政治的・社会的状況への痛烈

な「批判」であるのと同時に、わたしたちそれぞれの「寛容の精神」を

促す役割を果たしている。
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